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積もる知恵新たな鼓動富山百歳
置黒百年シンボルマーク



嬢立近代美術館収蔵奨術作品
紹介函

秋J
山崎覚太郎 1979年作
木パネル・漆・額装
63.0手ンX89.0r/

「深

我
が
国
に
お
い
て
、
工
芸
を
絵
画

や
彫
刻
と
同
じ
よ
う
に
、
美
術
の
一

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
と
ら
え
る
よ

う
に
な

っ
た
の
は
大
正
末
期
の
こ
と

で
す
。

大
正
十
五
年
に
結
成
さ
れ
た
日
本

工
芸
美
術
会
や
若
手
工
芸
作
家
に
よ

る
「
元
型
」
(
無
の
意
)
は
、
工
芸
と

は
機
能
を
求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
の
み

るえう生
保、呪:ま
守伝縛れ
的統的る
な技な「
工術観用
芸の念の
観妙か美
をだら L

排けの で
しに解あ
て捉i放る
新わをと
しれ唱い

い
工
芸
芸
術
を
目
指
し
ま
し
た
。

当
時
、
東
京
美
術
学
校
漆
工
科
を

卒
業
し
て
間
も
な
い
、
山
崎
覚
太
郎

(
明
治
三
十
二
年
富
山
市
生
ま
れ
)

も
、
高
村
豊
秋
・
松
田
権
六
ら
と
と

も
に
そ
の
中
心
的
人
物
と
し
て
行
動

し
た
ひ
と
り
で
す
。

や
が
て
帝
展
に
工
芸
部
門
が
新
設

さ
れ
、
山
崎
覚
太
郎
は
第
九
回
・
第

十
回
・
第
十
二
回
展
と
特
選
受
賞
を

重
ね
、
昭
和
十
二
年
に
は
文
部
省
か

ら
工
芸
美
術
研
究
を
目
的
に
フ
ラ

ン

ス
に
派
遣
さ
れ
、
海
外
の
工
芸
全
般

十
点
余
り
の
作
品
が
収
蔵
さ
れ
て
い

ま
すそ
の
な
か
の
一
点
、
「
空
」
(
昭
和
二

十
五
年
、
小
扉
風
)
は
、
高
窓
か
ら

見
る
何
気
な
い
風
景
を
気
負
い
な
く

写
生
し
た
も
の
で
す
が
、
動
物
を
描

い
た
作
品
が
多
い
な
か
で
は
珍
し
く
、

色
漆
の
美
し
さ
、
底
抜
け
の
明
る
さ

が
か
え

っ
て
哀
し
い
ほ
ど
胸
に
浸
み

入
る
印
象
的
な
作
品
で
す
。
彼
方
に

小
さ
く
舞
う
鳥
は
、
信
念
と
行
動
の

翼
で
は
ば
た
く
作
家
自
身
の
よ
う
に

見
え
、
あ
る
い
は
こ
の
年
逝
去
し
た

彼
の
師
・
六
角
紫
水
に
寄
せ
る
忘
れ

難
い
思
い
の
象
徴
と
み
て
も
よ
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
表
紙
掲
載
の
「
深
秋
」
(昭

和
五
十
四
年
)
は
、
近
代
美
術
館
で

一
昨
年
開
催
し
た
「
剖
富
山
の
美
術
」

の
出
品
作
品
で
す
。
彼
の
添
画
の
特

徴
と
な
っ
て
い
た
大
胆
な
色
彩
や
太

い
輪
郭
線
を
抑
え
て
秋
深
い
森
に
あ

そ
ぶ
猿
を
軽
妙
に
描
き
、
添
面
の
持

つ
味
わ
い
深
さ
が
充
分
に
磨
き
あ
げ

ら
れ
た
穏
や
か
な
作
品
と
な
っ
て
い

ま
す

」
れ
ら
の
作
品
は
、
今
、
県
立
近

代
美
術
館
に
お
い
て
開
催
中
の
「
美

と
の
対
話
お
|
収
蔵
作
品
か
ら
|
L

で
四
月
十
日
ま
で
展
示
公
開
し
て
い

ま
す
。

守二

二r;;

員

中
川
美
彩
緒

に
接
し
て
自
ら
の
漆
芸
の
方
向
を
求

め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
言
葉
に

あ
る
よ
う
に
「
見
る
人
を
し
て
、
漆

を
通
し
て
絵
画
を
越
え
る
深
さ
と
感

動
を
覚
え
さ
せ
る
力
を
持
つ
作
品
」

を
創
る
こ
と
で
あ
り
、
漆
芸
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
広
い
視
野
に
立
つ
新

た
な
日
本
の
工
芸
の
た
め
の
幅
広
い

活
動
へ
と
発
展
し
ま
す
。

第
二
次
大
戦
後
は
、
文
展
審
査
員

日
展
常
任
理
事
・
同
会
長
な
ど
を
歴
任

し
た
ほ
か
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
現

代
工
芸
美
術
家
協
会
を
設
立
し
て
広

く
海
外
展
を
行
い
、
日
本
工
芸
の
紹

す発介
。展に
県につ
立多と
近くめ
イt のる
美功な
術績ど
館を
に標i現
はし代
、で工
現い芸
在まの

「自動車の名義変更や廃車手続はお済みですか ?J一一一一17

「美との対話'83一収蔵作品から一」展

作品紹介 18-19 
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ーふるさと第二世紀を祝って88の記念事業一

とやま 「あの日あのとき」

富山県の転機を探る⑫

観どころ昧じまん ⑫小矢部市 112-13 
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3月号

もくじ

ふ
る
さ
と
第
一

一
世
紀
を
祝

置
県
百
年
ポ
ス
タ
ー

つ

て
∞
∞
の
記
念
事
業

今
年
、
富
山
県
は
、
明
治
十
六
年

五
月
九
日
に
石
川
県
か
ら
分
離
、
独

立
し
て
満
百
年
と
い
う
記
念
す

べ
き

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
口

私
た
ち
の
先
人
は

明
治
・大
正

昭
和
の
。二
代
に
わ
た
り
、
水
と
の
悶

い
に
代
表
さ
れ
る
多
く
の
災
害
を
克

服
し
、
ま
た
戦
禍
の
苦
し
み
を
乗
り

越
え
て
近
代
化

へ
の
努
力
と
営
み
を

続
け
、
今
日
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

置
県
-
白
年
を
百
十
万
県
民
み
ん
な

で
祝

い
、
喜
び
を
分
か
ち
あ
い
、
そ

し
て
、
こ
の
機

に
、
ふ
る
さ
と
の
歩

い
て
き
た
道
を
振
り
返
り

仰
と
も

に
生
き
る
こ
と
に
喜
び
と
誇
り
を
感

ず
る
富
山
H

の
実
現
を
め
ざ
し
、
心

を
新
た
に
し
て
歩
み
続
け
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
大
き
な
責

務
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ

い
て

県
内
各
界
各
層
を
代
表
す
る
方
々
で

組
織
す
る
「
置
県
百
年
記
念
事
業
推

進
県
民
会
議
」
の
主
唱
、
統
括
の
も

と
に
、
県
民
総
参
加
を
目
標
に
多
彩

な
置
県
行
年
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
月
に
は
二
十

一
世
紀

へ
向
け
て
の
長
期
的
、
総
合
的
な
県

J

つ
く
り
プ
ラ
ン
で
あ
る
H

富
山
県
民

総
合
計
画
H

の
決
定
を
は
じ
め
と
し

て
、
実
施
予
定
の
記
念
事
業
は
、
行

事
、
展
示
、
国
際
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
、

記
念
施
設
、
記
念
出
版
制
作
な
ど
八

十
八
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
れ

4 

ら
の
事
業
を
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
県
民
及
び
県、

市
町
村
、
企
業
そ
の
他
の
団
体
が
協

力
し
、
連
携
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
応
じ
て
推
進
さ
れ
る
も
の
で

す
。つ

ま
り
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
主

役
で
す
。
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
侍
ち
し
ま
す
。
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を
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=
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を
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ス

l
m
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展

了
フ
t
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L
F明

一一

県
立
近
代
美
術
館
参
観
招
待

・
の
の
り
記
説

二

一
こ
す
あ

一一

医宙開区陵町降四・・
J

J

・-.・.・.・

⑫
県
立
近
代
美
術
館

②
富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会

日
本
の
代
表
作
家
百
名
に
よ
る
富

5

4

 

%

;
た

山
を
ア

マ

こし
のた
展作
覧品
会を
へ展
重示
度し

滑
川
市
、
滑
川
市
緑
化
推
進
委
員
会

一

緑
と
森
林
の
重
要
性
を
訴
え
る
た

め
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
七
千
五
百
本
を

9
 

た

;

%

植
樹
し
ま
す
。

い
き
い
き
富
山
大
曳
山
ま
つ
り

⑫
富
山
県
五
福
公
園

②
富
山
テ
レ
ビ
放
送
附
富
山
県

・
一

い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

一

実
施
協
議
会

一

県
内
の
曳
山
や
郷
土
芸
能
を

一
堂

-

に
集
め
、
県
内
外
に
広
く
P
R
し
ま
す
。

全
国
伝
統
工
芸
品
展

⑫
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

@
山
間
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

全
国
の
伝
統
工
ザ
一玄
口
聞
を

一
堂
に
集

一

め
紹
介
し
ま
す
。

| 高岡地域地場産業センター
⑫高岡市開発本町 4月26日完成

⑤U!{)高岡地域地場産業センター

ま
す

宇
品
よ
~
、

%

j

%

 

7月2次オープン

1云J.D山麓会蚕扇司
⑫大山町本宮

⑨寓山県

一一一一一一一
匂一
一一一一月
一一一一一一一
の
一一一一一一一
行
一一一一一一
事
町一一一一一一一一川一
司

ヌ

;

%

グ
リ
ー
ン
。フ
ラ
ン

%

花
と
緑
の
記
念
大
会

身
体
障
害
者
を
招
待
し
ま
す
。

い
き
い
き
富
山

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

⑫
全
国

ヤ
ン
ヘ

l
ン
実
施
協
議
会

②
い
き
い
き
富
山
観
光
キ

国
鉄
と
タ
イ
ア
y

フ
し
て
、
木
県

の
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
を
全
国
に
初

介
、
宣
伝
し
、
観
光
存
の
誘
致
と
観

光
の
振
興
を
凶
り
ま
す
。

う三8

ク
リ
ー
ン
フ
ラ
ン

第
三
十
四
回
富
山
県
植
樹
祭

」ー

⑫
滑
川
市
東
福
寺
野

⑫
富
山
県
民
会
館
、
富
山
県
農
協
会
館

①

(
財
)
花
と
緑
の
銀
行

花
と
い
仰
の
展
示
会
や
講
演
、
体
験

発
表
、
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

た

ー

ゐ

富
山
の
あ
ゆ
み
展

⑫
富
山
県
民
会
館

①
富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会

「
先
人
の
英
知
と
努
力
の
あ
と
」

を
テ
l

マ
に
、
先
人
の
努
力
の
あ
と

を
展
示
し
、
第
二
世
紀
に
向
け
て
の

展
望
を
示
唆
し
ま
す
。

九

置
県
百
年
記
念

ス
カ
ウ
ト
大
行
進

⑫
富
山
市
内

②
日
本
ボ

l
イ
ス
カ

ウ
ト
富
山
県
連
盟

県
下
の
ス
カ
ウ
ト
約
六
千
名
に
よ

る
ハ
レ
l
ド
。

富
山
県
置
県
百
年
記
念
式
典

⑫
富
山
県
民
会
館
、
富
山
第
一
ホ
テ

ル

②
富
山
県

% 

置
県
百
年
を
祝
い
、
誓
い
を
新
た

に
す
る
式
典
、
記
念
ハ

l
テ
ィ
を
開

催
し
ま
す
。

九
j
死

一
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
農
業
祭

⑫
砺
波
市

①
砺
波
市

砺
波
市
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
フ
ェ
ア

会
場
に
隣
接
し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

九
j

の
集
団
栽
山
析
を
行
い
、
開
放
し
ま
す
。

県
土
美
化
運
動

⑫
県
内
全
域

②

富
山
県

夫
し
い
自
然
の
保
護
と
清
ら
か
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
い

|

|

L

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

置
県
百
年
記
念
植
樹

⑫
各
学
校

②
富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会
、

各
国
公
私
立
小
中
高
持
殊
学
校

記
念
植
樹
と
し
て
、
各
学
校
で
シ

ラ
カ
シ
を
植
樹
し
ま
す
。

5/ 
/上

置
県
百
年
記
念
の
日

県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

⑫
富
山
市
内

②
富
山
県

置
県
百
年
記
念
式
典
会
場
を
中
心

に
県
花
を
飾
り
、
県
庁
前
公
園
に
花

時
計
を
設
置
し
ま
す
D

県
民
の
ひ
ろ
ば

⑫
富
山
県
民
会
館

②
富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会

「
明
日
の
富
山
を
拓
く
も
の
」
を
メ

イ
ン
テ

l
マ
に
、
ハ
、
不
ル
デ
イ
ス
カ

た1

ッ
シ
ョ
ン
、
作
文
募
集
、
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

一

‘，.

た
ニ

一

弘
j
た
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
全
国
大
会

⑫
大
門
町
庄
川
左
岸

②
越
中
だ
い

も
ん
凧
ま
つ
り
実
行
委
員
会

全
国
凧
あ
げ
競
演
。
特
別
参
加
二

十
七
県
。

[置県百年モニユメント11[1置県百年記念県民公園太閤山ランド
11 i百年の泉」 川
日⑫ 置県百年記念県民公園 I 11 ⑫小杉町黒河

太閤山ランド 7月完成 1 ⑨富山県
⑥寓山県

池、噴水、

造形物、光な

どを組み合わ

せた、高さ17

11の立体造形。

地場新商品の開発

や人材の養成などを

行うための中核とな

る施設で、常設展示

土易、大 -小ホールな

どを備えています。

2
 

7月16日一部完成

芝生広喝、キャン ! 

フ場、ケビン18練、|

フィールドアスレチ- 11 

ツクなどを備え、家

リよと t 族そろ つて梨しめま

す。 リ

シンボ‘ルゾ

ーン、こども

の匡|ゾーンな

ど楽しく、白

然に蒋iしめる

悲!の土品。

3 

国立立山少年自然の家

⑫立山町芦自弁寺 9月一部開所

@文部省

小 ・中学生が

集同生活を通じ 11

て、心身とも lこ 11

{建康でたくまし 11

く育てるための 11

施設。二_jJlL



し
ま
す
。

た8

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

カ
ナ
ダ
ヘ

高
齢
者
ゲ

l
ト
ボ
l
ル
大
会

タイムカプセル
⑫未定 8月予定

⑧富山県

十
七
名
派
遣
し
ま
す
。

⑧

北
陸
電
力
富
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

②
富
山
県
、
富
山
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

5月

11月

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

文
化
庁
移
動
芸
術
祭

協
会
、
制
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

之〉、
;I:O; 

⑫
富
山
県
民
会
館
ほ
か
五
ヵ
所

六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
参
加
に

②
文
化
庁
、
富
山
県
教
育
委
員
会
ほ

地
区
大
会
と
県
大
会
が
開
催

か
六
団
体

よ
り
、

富山産業展示館“テクノホール"

⑫富山市友杉 9月完成

⑧仰)富山産業展示館

さ
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
新
劇
、

7

0

 

た
み
九
明
日
を
拓
く
青
年
の
翼

交
響
楽
、
文
楽
な
ど
八
公
演
が
行
わ

⑫
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

れ
ま
す
。

5月

8月

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊

②
富
山
県

ブ
一
フ
一
ン
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
六

⑫

パ
キ
ス
タ
ン

卜
名
派
遣
し
ま
す
。

①

富
山
県
山
岳
連
盟

7
 

九
;
島
々

豊
か
な
郷
土
を
拓
く
婦
人
の
翼

⑫

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ

日
本
人
未
踏
の
八
千
百
二
十
六
川

の
ナ
ン
ガ
ハ
ル
パ
ッ
ト
に
ア
タ
ッ
ク

②
富
山
県

/%62/ 3 /61/ 1 UJM二J汗ベd三F日可二

ラj7

A民要2b5E• 芸術祭 まL 振興とを 術 富山 @ 富 E 

す は 連合A五 杭県廿百J 山。か 県

る
た 文富

6/予/2言57 

本日 ケl ま 県民 ム民県

富山県食品研究所

⑧富山市吉岡 10月完成

⑧富山県

わ
れ
ま
す
口

②
富
山
県
、
富
山
市
、
高

岡
市
、
北
日
本
新
聞
社
、
富
山
地
方

鉄
道
、
富
山
県
商
工
会
議
所
連
合
会

「
新
世
紀
へ
の
旅
立
ち
」
を
テ
ー

マ
に
、
多
く
の
展
示
館
の
出
展
や
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

ホ
ッ
ケ
ー
の
街
で
、
全
日
本
女
子

社
会
人
ホ

ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
行

ラ
ン
ド

h
j九
立
山
信
仰
の
文
化
財
展

(
越
の
至
宝
シ
リ
ー
ズ
E
)

の

¥
l
/

へ

¥

/

と

戸

/

び

。

/

k

b

J

-

i
 

:

j
 

j

i

角

o
b
、戸

の
一
・

，A

/

来

セ

/

/

未

ツ

/

¥

JAf

J
t
t
、、

大規模、総合

的な見本市、展

示会、催し物な

どが開{雀できる

大展示場。

4 

新製品の開発

試験研究、分析

検定、技術指導、

情報提供を行う

施設。

.を*慢 ttl ...附"口B

科旦幻お2ぷ、込笠説!~肘r吋診調撫塑!!I!聞lØt叫l止出虫l旦虫川‘"川"に~咽ヨ忽【JII!• 

北陸自動車

道が滑川市か

ら朝日町まで、

27.6キロ延長さ

れます。

⑫
富
山
市
郷
土
博
物
館

成由冗同月

道

ロ
車

町

動

制

叫

ヨ

~
路

県
民
総
参
加
に
よ
る
ス
ホ
|
ツ
の

一一

i
市

道

陸

州

本

'

d

沼畑町

口
μ

ォ

⑫

⑧

②

富
山
市
、
富
山
市
教
育
委
員
会

わ
匂

j
為

第
三
十
六
回

富
山
県
民
体
育
大
会

立
山
信
仰
に
関
す
る
貴
重
な
、美
術

を

一
堂
に
展
示
し
、
郷
土
文
化
の
向

⑫
県
営
陸
上
競
技
場
ほか

上
を
図
り
ま
す
。

②

富
山
県

h
j九
に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会

⑧

置
県
百
年
記
念
県
民
公
園
太
閤
山

前
九
不
血
ハ
。

富山空港ターミナルビル

⑫富山市秋ヶ島 59年3月完成

⑧富山空港ターミナルビル附

ijj8;;; 

月

:，'の'.

fTJ:; 

た
1
%
万
葉
の
ふ
る
さ
と
"つ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑫

高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

九
j
九

立
山
山
麓
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

②
高
岡
市
、
高
岡
市
教
育
委
員
会
、

富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会
、
高

岡
射
水
モ
デ
ル
定
住
圏
協
議
会

個
性
豊
か
な
文
化
。
つ
く
り
を
目
指

し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
行
わ
れ

⑫
立
山
山
麓
観
光
レ
ク
リ
ェ

l
シヨ

ン
地
区

②
北
日
本
放
送
、
大
山
町

音
楽
イ
ベ
ン
ト
(
野
外
コ
ン
サ

l

ま
す
。

た1

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

児
童
文
化
大
会

卜
、
新
人
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
)
、

⑧
富
山
市
公
会
堂

5 

空の玄関口

として 5，000

平方ιの空港
ビルカfオーフ。

ンします。



旬、地
細

川

・

一19
…一一
一一
月
一一
ト
…の
一一白
山富
山い三

%
1
%
老

人

若

返

り

祭

⑫
富
山
産
業
展
示
館

一

②
北
陸
機
械
工
業
展
実
行
委
員
会

一

最
近
の
工
作
機
械
、
電
気
電
チ

一

9

1
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j
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た
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与
ペ
ペ
;
め
匂

ちj6

;y'7 
第
十
八
回
全
国

高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

⑫

国
立
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
ほ
か

②
(
社
)
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
協
会

参
加
選
手
約
八
百
名
に
よ
り
、
陸

上
競
技
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

八
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
祭
⑫
富
山
県
民
会
館
、
富
山
市
内

②

富
山
県
、
富
山
県
消
防
協
会
、
富

山
県
消
防
長
会

分
列
行
進
、
記
念
式
典
、
市
中
ハ

レ
l
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

二

夏
季
水
泳
大
会

二

⑫

県
営
高
岡
プ

l
ル
、
富
山
市
民
フ

l
ル
二

⑫
富
山
県
民
会
館

②
富
山
県
、
富

山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
の
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
即

古
冗
ム
京
、
泊
…
サ
主
、

健
康

・
生
活
相
談
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

北
陸
機
械
工
業
展

(
動
く
メ
カ
ト
口
ニ
ク
ス
展
)

車
軒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
四
十
点
を
展

一部
し
ま
す
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

全
日
本
吹
奏
楽
祭

⑫
富
山
市
公
会
堂
、
富
山
市
内

①

富
山
県
吹
奏
楽
連
盟
、
全
日
本
吹

奏
楽
連
盟

県
外
四
校
、
県
内
八
校
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
競
演
、
県
内
三
十
校
千
人
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

第
十
回
県
民
劇
場
音
楽
祭

⑫
富
山
県
民
会
館

φ
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

県
内
音
楽
五
団
体
に
よ
る
出
奏
、

富
山
県
賛
歌
制
作
発
表
会
、
青
少
年

に
よ
る
演
奏
、
合
唱
が
行
わ
れ
ま
す
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

現
代
富
山
の
美
術
展

⑫
富
山
県
民
会
館

②
富
山
県
芸
術

文
化
協
会
ほ
か
七
団
体

連
盟
所
属
有
力
作
家
の
日
頃
の
成

果
を
集
め
て
展
示
し
ま
す
。

第
二
十
六
回
全
日
本

花
い
っ
ぱ
い
富
山
大
会

⑫
富
山
県
民
会
館

①

第

二
十
六
凪

全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
富
山
大
会
推
進

実
行
委
員
会
は
土
二
団
体

②
日
本
水
泳
連
盟
、
富
山
県
、
富
山

県
教
育
委
員
会
、
富
山
市
、
高
岡
市

参
加
選
手
約
二
千
四
百
名
に
よ
り
、

地
況
、
永
4

、

4
・ar
，F
、、，J
l

飛
込
、
水
球
、
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
ド

・
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど

。

ちら9

N
H
K交
響
楽
団
公
演

⑫
富
山
県
民
会
館

②
日
本
放
送
協
会

日
本
を
代
表
す
る
本
格
的
オ

l
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
会
。

年間

グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ン

さ
く
ら
の
園
造
成

⑫
実
施
市
町
村

②
市
町
村

県
下
十
二
ヵ
所
で
、
昭
和
五
十
九

年
度
ま
で
に

一
万
本
の
桜
を
植
樹
。

機
械
な
ど
を

一
堂
に
展
示
紹
介
し
、

関
係
産
業
の
発
!長
と
振
血L

を
凶
り
ま

す
。

% 
10/ 
/10 

富
⑫ 岡
富鉄
山斎
実展
術
館

②
側
富
山
支
術
館

富山県総合体育センター

⑫富山市秋ケ島 59年3月完成(第 1期分)

⑧富山県

新富山空港

⑫富山市秋ヶ島

⑥富山県

花
と
緑
豊
か
な
街
。
つ
く
り
を
進
め

る
全
国
大
会
。

一

治
;
込
置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

一

富
山
県
大
華
道
展

一

⑫
富
山
県
民
会
館

一

①
富
山
県
華
道
連
合
会

一

県
内
の
華
道
家
十
六
流
派
干
名
に

よ
る
大
華
道
展
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑫
富
山
県
民
会
館
、
砺
波
文
化
会
館
、
一

⑫
富
山
県
民
会
館
、
砺
波
市
文
化
会

館
、
早
稲
田
小
劇
場

②
富
山
国
際

ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
実
行
委
員
会

が
参
加
し
て
、
出
劇
コ
ン
ク
ー
ル
、

シ
ン
ホ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
す
。

ら

;
込
置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
野
外
華
展

⑧
県
庁
前
公
園

②
草
月
星
秀
会

代
表
作
家
三
十
名
に
よ
る
現
代
い

け
ば
・
な
日
肢
が
行
わ
れ
ま
す
。

3

7

 

%
ー
た
置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭

3

7

 

%
;
%
 置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

富
山
県
青
少
年
美
術
展

⑫
富
山
県
民
会
館

@

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
、
富
山
県

教
育
委
員
会
、
北
日
本
新
聞

広
く
青
少
年
に
美
術
作
品
の
発
表

一

の
場
を
提
供
し
、
青
少
年
の
美
術
作

一

品
約
丘
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

一

日本海側随

一の大体育館。

今年度は、大

アリ ーナが完

成。

6 

59年3月完成

滑走路 2，000

fzで中型ジェツi

ト機が就航でき|

る空港。 I

一
航
空
写
真
大
集

一

「
富
山
百
年
を
朔
ぶ
L

一
⑧
富
山
新

聞

社

発

刊
中

⑧
富
山
県

統
計
削
年
の
歩
み

.二
月
発
行
予
定

置県以降の県

勢に関する統計

を系列的に編集

した総合統計書。

フ

⑧
富
山
県

置
県
百
年
記
念
誌

三
月
発
行
予
定

臨調闘

「由
国
甲
山
県
の
住
ま
い
と

衝
な
み
百
年
の
あ
ゆ
み
し

⑧
富
山
県

五
月
発
行
予
定

県内の住まい

の歴史などを写

真、図面などに

より記録。
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j置県百年記念誌を全戸に配布 かいとをはじめ多くの困難に満ちた l世 j 
角 間 紀でありました。しかし、先人たちは明る = 

! 鵬 sa血 恥 い英知と進取の気性をもってこれを乗り叶

膨統脇田園司関駅 え刊の富山県の繁栄を築いてこられま ; 
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置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

第
十
回
県
民
劇
場
舞
踊
公
演

⑫
富
山
県
民
会
館

②

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
、
富
山
県

洋
舞
協
会
、
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会

県
内
作
家
の
創
作
に
よ
る
ス
ト
l

リ
ー
性
の
あ
る
舞
踊
を
行
い
ま
す
。

ン
サ

l
ト
な
ど
を
通
じ
て
福
祉
活
動

へ
の
参
加
を
図
り
ま
す
。

1 ~。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

富
山
県
詩
吟
剣
舞
大
会

⑫
富
山
県
教
育
文
化
会
館

②
富
山
県
詩
吟
剣
舞
連
盟
、
富
山
県

教
育
委
員
会
、
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

詩
の
朗
詠
、
剣
詩
舞
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

九
l
為

富
山
県
南
米
親
善
訪
問
団

一

⑨
下ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ほか

一

②

富
山
県
南
米
協
会

10ν 
/22 

10/ 
/30 

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

⑫
富
山
県
教
育
文
化
会
館
、
富
山
城

祉
公
園
、
大
和
富
山
庖

②
富
山
県
教
育
委
員
会
、
富
山
県
芸

術
文
化
協
会
、
富
山
新
聞
社

児
童
画
の
作
品
展
、
演
劇
舞
踊
、

創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
、
遊
び
道
具

を
作
る
親
と
子
の
集
い
を
行
い
ま
す
。

%
1
%
富
山
県
農
林
漁
業
祭

1

1

⑫
富
山
県
民
会
館
、
富
山
県
芹

②
富
山
県
農
林
漁
業
振
興
会
、
富
山

県
、
富
山
市
ほ
か
三
団
体

功
労
者
の
表
彰
、
農
林
水
産
物
の

展
示
即
売
、
農
業
百
年
の
歩
み
展
示

会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

9

0

 

%
1
%
県
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

⑫

二
十
八
市
町
村

②
富
山
県
、
富

山
県
教
育
委
員
会
、
富
山
県
体
育
協

会
、
読
売
新
聞
社
、
北
日
本
放
送

参
加
選
手
約
千
五
百
名
に
よ
る
郡

市
対
抗
駅
伝
競
走
が
、
七
十
八
区
間

(

一

.
U
七
十

二
・九
J
)

で
行
わ
れ
ま
す
。

%
j為
富
山
県
菊
ま
つ
り

⑧
福
野
町

②
富
山
県
菊
花
連
盟
、

福
野
町
菊
振
興
協
議
会

富
山
県
菊
花
展
、
全
日
本
菊
花
連

盟
北
陸
大
会
、
各
種
の
ハ
レ

l
ド
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

⑫
富
山
県
民
会
館

の
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
、
富
山
県

一
]

教
育
委
員
会
、
富
山
新
聞
社

-一

無

雪

害

都

市

へ

の

提

言

明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
富
山
と
か
⑩
北
日
本
放
送
、
富
山
県

か

わ

り

の

あ

る

文

芸

作

品

と

作

家

の

ム

パ

完

成

エ

ヂ
今日〆

哨

較

レ

と

ウ

業
績
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

L
ゾ

今

比
テ
作

、ン

，
1

町

も

おJ

を

、

制

ポ

。

富
山
県
高
等
学
校
生
徒
海
外
派
遣

!
一
戸

vqJ

慌
た
初
、
ソ
描

ふ
y
d
H

4F
し
紙
、
ン
防

⑫

イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

〉

e

/

雪

附

暗

淵

川

の
富
山
県
、
富
山
県
教
育
委
員
会

込
j
ゐ

全
園
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会

⑧
富
山
県
民
会
館
、
富
山
第
一
ホ
テ

ル

②
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
富
山
県
婦
人
会

大
会
、
講
演
、
分
科
会
、
視
察
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

態
視
察
を
行
い
ま
す
。

1% 1 

1944 
婦
人
と
青
少
年
の

国
際
交
流
の
つ
ど
い

⑫
未
定

②

富
山
県

日
本
在
住
の
外
国
人
と
の
意
見
交

1え

換
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

第
七
回
全
国
育
樹
祭

⑫
立
山
山
麓
観
光
レ
ク
リ
ェ

l
ショ

ン
地
区

②
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
、
富
山
県

皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
て
、

「
育
て
る
緑
に
明
る
い
未
来
」
を
テ

ー
マ
に
、
式
典
、
緑
の
少
年
団
発
表

大
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

" 

1% 3 

富
山
県
児
童
ク
ラ
ブ
祭
り

⑧
富
山
城
祉
公
園

②

富
山
県
、
県
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会

パ
レ

ー
ド
、
式
典
、
創
作
活
動
、

映
画
会
、
絵
画
展
示
、
記
念
植
樹
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

%
j
b
富
山
県
私
学
の
祭
典

一

⑫
富
山
県
民
会
館
、

一

の
富
山
県
私
学
振
興
会
ほか
六
同
体

一

式
典
、
泊
示
、
以
示
、
体
育
祭
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

ゐ
j
v匂
置
県
百
年
記
念
芸
術
祭

ー

と

や

ま

の

文

芸

展

1F手

基
金

一
億
円
で
、
今
年
か
ら
約
十

名
を
派
遣
し
ま
す
。

59年
1月

晶
松
宮
賜
杯
中
部
日
本

ス
キ
I
選
手
権
大
会

⑫
大
山
町
②
中
部
七
県
ス
キ
l
連

一

盟
、
富
山
県
教
育
委
員
会
、
中
日
新
聞
社

中
部
七
県
の
ス
キ
l
競
技
会
。

置
県
百
年
記
念
映
画

⑮
富
山
県

五
月
完
成
予
定

県勢発展の契

機をさぐり、 21
世紀に向けて明

るく伸びる郷土

を描いた映画。

富山県薬業の

発展過程を、貴

重な資料を収集

紅録して編集。

ぷ日、 宅言唱。 吉田
完、 山山

ザ 葉県
..，. ::h制

22賛
読要 歌
予 ;広;

疋

公募した歌詞

で、新世紀への

躍進を歌う賛歌

を制作。

富
山
県
民
の
く
ら
し

削
年
の
あ
ゆ
み

七
月
発
行
予
定

⑧
富
山
県

富
山
県
議
会
百
年
の
あ
ゆ
み

⑧
富
山
県
議
会

九
月
発
行
予
定

県議会百年の

歩みを回顧し、

県民の意見を反

映:する士易として

の役割を再認識。

農

業

史

百

年

⑧
富
山
県

十
月
発
行
予
定

農業の移り変

りと重要性につ

いて写真、図な

どを中心に収録。

富

山

県

⑧
富
山
県
五
十
九
年
三
月
発
行
予
定

史

~
寵
尚
加
現
助

43
:
原始 ・古代か

ら現代まで、富

山県の歴史を総

合的に編さん。

B 9 



⑫ る探を転機の県山
由
E
園

ぬ

日
ω
姐
巴

ム
⑭ 

ー

計
画
県
政
の
開
始
、

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
正
午

た
の
で
あ
る
。

の
玉
音
放
送
に
よ
っ
て
県
民
は
、
日

戦
時
下
の
極
度
の
緊
張
、
そ
し
て

態本
に定すの
お然敗
ち白戦
入失を
つの知
た ;1犬ら

さ
れ
た

内
敗
戦

の
衝
撃
に
よ
る
虚
脱
感
は

人
び
と
が
少
な
く

な
か
っ
た
。
長
か

っ
た
戦
争
の
こ
の

結
末
を
信
ず
る
こ

と
が
で
き
な
か

っ

ず
れ
も
富
山
県
出

身
者
で
あ
っ
た
。

民
主
化
の
第

一

歩
は
、
地
方
自
治

体
の
首
長
公
選
に

始
ま
っ
た
。
女
性

参
政
の
中
で
知
事

の
公
選
が
行
わ
れ

四
人
の
立
候
補
者

の
中
か
ら
館
哲
二

が
当
選
し
、
官
選
三
十
五
代
羽
根
知

自
V

砂
部

一
十
七
年
三
月
三
十
日
|

昭
和
一

や
が
て
激
し
い
不
安
と
な
っ
て
人
び

公選初代知事 館哲二 (1889"'1968)
〔在任期間昭和22年4月~同年11月〕

と
の
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

予
知
で
き
な
い
国
家
と
人
間
の
運

命
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、
今
、
厳
し
い

民

主

化

長
期
に
わ
た
っ
た
戦
争
の
果
て
の

敗
戦
で
あ
っ
た
。
生
産
力
は
ど
ん
底

ま
で
落
ち
、
未
曾
有
の
賠
償
要
求
の

下
で
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
が
経
験
し
た

よ
う
な
苛
酷
な
運
命
を
予
想
し
て
い

た
だ
が
、
占
領
軍
の
要
求
が

政
府
の
発
す
る
超
憲
法
的
法
規
、
ポ

県
総
合
開
発
計
画
の
策
定

事
が
退
い
た
。
新
憲
法
に
の
っ
と
る

国
政
選
挙
も
相
つ
い
で
実
施
さ
れ
、

国
民
の
国
政
に
寄
せ
る
期
待
は
こ
れ

ら
の
投
票
率
(
約
八
割
)
に
も
現
わ

れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日
、

県
内
外
の
有
識
者
福
田
組
夫
、
佐
藤

助
九
郎
ら
が
一
堂
に
会
し
て
い
た
。

高
辻
知
事
が
富
山
県
総
合
開
発
審
議

会
に
敗
戦
の
経
済
混
乱
か
ら
自
立
経

済
を
達
成
し
、
県
民
の
民
生
安
定
を

ね
ら
い
と
し
て
県
政
展
開
の
ビ
ジ
ヨ

ン
を
諮
問
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
県
土
の
自
然
条
件
を
考
慮
し
て
、

経
済
、
社
会
、
文
化
等
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
見
地
か
ら
、
県
土

を
総
合
的
に
利
用
し
、
開
発
し
、

及
び
保
全
し
、
並
び
に
産
業
立
地

の
適
正
化
を
図
り
・
:」
(
諮
問
書
)

と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る

答
申
は
翌
二
十
七
年
三
月
三
十
日
に

な
さ
れ
、
戦
後
県
政
の
一
大
転
機
の

日
と
な
っ
た
。

こ
の
総
合
開
発
計
画
の
策
定
は
昭

和
二
十
五
年
の
政
府
の
国
土
総
合
間

定

歴
史
の
審
判
の
前
に
立
ち
、
初
め
て

自
ら
運
命
を
切
り
開
い
て
行
か
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

の

で

中

ツ
ダ
ム
勅
令
を
つ
う
じ
て
実
施
さ
れ

た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

10  

日
本
を
し
て
再
び
ア
メ
リ
カ
の
危

険
な
相
手
と
さ
せ
な
い
た
め
に
非
軍

事
化
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
お
け
る
民
主
化
が
推
し

日
本

進
め
ら
れ
た
。

ど
ん
底
に
あ
っ
て
越
中
人
の
地
力

他県に先がけ策定された全7巻4，000ページに及，ぶ富山県総合開発計画書

が
発
揮
さ
れ
た
。
中
に
は
危
機
的
な

国
家
を
新
し
い
方
向
に
運
命
占
つ
け
た

人
び
と
が
あ

っ
た
。
戦
争
終
結
の
交

渉
に
当
っ
た
川
辺
虎
四
郎
、
国
務
大

臣
安
井
藤
泊
、
岸
相
・
文
相
そ
し
て

農
相
と
し
て
登
場
し
た
松
村
謙
三
、八五

官
公
労
議
長
の
伊
井
弥
四
郎
ら
は
い

発
法
の
制
定
を
契
機
と
し
た
も
の
で

あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
都
道
府
県
開
発

計
画
は
各
県
が
計
画
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
他
県
に
先
が
け
て
富

山
県
が
計
画
策
定
の
一
番
の
り
を
し

た
も
の
で
あ
る
。
全
七
巻
四
千
へ

l

一ン
に
及
ぶ
膨
大
な
計
画
書
で
あ
り
、

当
時
、
こ
の
計
画
の
作
成
手
法
、
梢

想
、
内
容
は
こ
の
種
の
計
画
と
し
て

は
最
高
水
準
を
い
く
も
の
と
し
て
全

国
各
県
の
計
画
策
定
の
模
範
と
さ
れ

た

こ
の
計
画
が
そ
の
後
の
富
山
県
政

展
開
の
う
え
で
来
た
し
た
役
割
の
大

き
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

計
画
の
内
容
は
治
水
・
治
山
と
水

1 1 

資
源
開
発
を
軸
に
産
業
・
社
会

・
教

育

・
文
化
の
各
方
面
に
わ
た
る
も
の

で
あ
っ
た
。

他
県
に
先
ん
じ
て
こ
の
計
画
を
策

定
し
得
た
根
底
に
は
、
置
県
以
来
先

人
の
自
然
に
寄
せ
て
き
た
「
転
禍
為

福
L

の
英
知
が
脈
流
し
て
い
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
計
画
書
が
、

そ
の
後
の
計
画
県
政
の
ル

ー
ツ
と
な

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

(
富
山
近
代
史
研
究
会

高
井
進
)



サ
ク
ラ
ウ
ク
イ
料
理

小
矢
部
川
の
春
の
味
覚
、
サ
ク
ラ
ウ
グ
イ
料
理
。

四
月
の
桜
の
開
花
期
に
腹
が
サ
ク
ラ
色
に
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
辺
の
野
趣
い

っ
ぱ
い
の
サ
ク
ラ
ウ
グ
イ
料
理
は
、

三
月
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
が
シ
ー
ズ
ン
。
こ
の
時
期

に
は
大
き
さ
も
手
ご
ろ
で
、
寒
さ
で
身
が
引
き
締
ま

り
、
一
番
お
い
し
く
食
べ
れ
ま
す
。

料
理
に
は
、
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
焼
く
風
味
い

っ
ぱ

い
の
田
楽
、
刺
し
身
、
酢
の
物
、
卵
の
塩
辛
な
ど
が

あ
り
、
こ
の
味
覚
を
求
め
、
各
地
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
ま
す
。

われ先に神酒を奪い合い参詣人に
飲ませる厄男たち

香ばしさが漂ょうサクラウグイの田楽

富
山
県
の
西
の
玄
関
、
小
矢
部
市
。
砺
波
平
野
の

一
角
を
占
め
る
穀
倉
地
帯
で
あ
る
と
と
も
に
、
木
工
、

瓦
、
自
動
車
、
ゴ
ム
、
繊
維
な
ど
の
工
業
も
盛
ん
で

す
。

d

県
内
一
を
誇
る
稲
葉
山
放
牧
場
や
宮
島
峡
、
源
平

の
戦
い
で
有
名
な
倶
利
伽
羅
古
戦
場
な
ど
の
名
所
旧

跡
、が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

酒
と
り
祭
り

12 

四
月
十
一
日
、
小
矢
部
市
下
後
蒸
の
神
明
宮
で
は
、

「
酒
と
り
祭
り
」
と
い
う
全
国
で
も
珍
ら
し
い
祭
り

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
、
そ
の
年
の
二
十
五
歳
の
厄
男
が
白

鉢
巻
き
に
樺
ひ
と
つ
に
な
り
、
先
を
争
っ
て
神
宮
の

神
酒
を
く
み
出
し
、
参
詣
人
の
だ
れ
か
れ
の
区
別
な

く
酒
を
飲
ま
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
無
病
患
災、

五
穀
ほ
う
じ
よ
う

が
約
束
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

春の訪れをつげる小矢部川|のうぐい漁

13  



囚
国

4 

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
今

ま
で
の
制
度
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
、

こ
の
「
老
人
保
健
制
度
」
が
創
設
さ

こ
の
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

険
に
加
入
し
て
い
て
も
、
七
十
歳
(
開

れ
ま
し
た
。

に
よ
り
、
現
在
ど
の
よ
う
な
医
療
保

宝
口
を
も
っ
老
人
の
場
合
六
十
五
歳
)

に
な
る
と
、
医
療
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
の
医
療
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

「
老
人
保
健
」
で
医
者
に
か
か
る
こ

(単位:億円)

138，8∞ 

と
に
な
り
ま
す
。

128，6∞ 

た
だ
し
、
七
十
歳
に
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い

た
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で
な
く
な

国民医療費と老人医療費の推移

109，510 

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
老
人
保
健
」
に
よ

っ
て
行

わ
れ
る
保
健
事
業
は
、
七
十
歳
以
上

の
老
人
だ
け
で
な
く
、
働
き
盛
り
の

100，042 

り
で
す
。

85，685 

同
4

年
度

四
十
歳
の
人
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
老
人
保
健
L

の
医
療
と
保

76，684 

健
事
業
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

64，779 

門
司

53，786 

五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
障
害
を
も

っ
老
人
の
方
が
、
医
者
に
か
か
る
と

5 

(兆円)

き
に
は
、
必
ず
被
保
険
者
証
と
「
老

人
保
健
L

に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
健

れ
ま
し
た
。

新
し
い
老
人
保
健
制
度
が
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ

こ
の
制
度
は
、
壮
年
期
か
ら
総
合
的
な
保
健
対
策

を
推
進
し
、
す
こ
や
か
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
人
の
医
療
費
を
国
民
が
公

平
に
負
担
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
制
度
創
設
の
背
景

陶芸を楽しむお年寄り

国
民
医
療
費
は
年
々
増
え
続
け

昭
和
五
十
五
年
度
に
は
十

一
兆
九
千

八
百
五
億
円
に
達
し
、
昭
和
五
十
七

年
度
に
十
三
兆
八
千
八
百
億
円
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

」
の
国
民
医
療
費
の
伸
び
に
対
し

て
、
老
人
医
僚
費
の
伸
び
は
著
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年

度
の
老
人
医
療
費
は
四
千
.
一
百
八
十

九
億
円
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年

度
に
は
二
兆
一
千
二
百
六
十
九
億
円

と
な
り
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
二
兆

六
千
九
百
三
億
円
に
達
す
る
と
予
想

さ
れ
、
国
民
医
療
費
の

一
九
・
凹
誌

を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
今
後
急
速
に
高
齢
化
が

進
む
と
予
想
さ
れ

そ
れ
に
伴
い
老

人
医
療
費
も
増
大
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
増
え
続
け
る
老
人
医
療
費
を

国
民
が
み
ん
な
で
公
平
に
負
担
す
る

こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き

宇
品

1
し
七
/
』

。

ま
た
、
今
ま
で
の
保
健
医
療
サ

l

ピ
ス
が
医
療
費
の
保
障
に
偏
っ
て
い

た
た
め
、
国
民
が
健
康
な
老
後
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
若
い
時

か
ら
の
予
防
や
健
康
管
理
の
重
要
性

が
増
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
ま
で
の
医
療
保
険
各

制
度
問

(特
に
被
用
者
保
険
と
国
民

健
康
保
険
)
に
、
老
人
加
入
率
の
差

に
よ
る
老
人
医
僚
費
負
担
の
不
均
衡

が
著
し
い
と
い
う
状
態
も
み
う
け
ら

.， 

14  

康
子
帳
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
医
療
を
受
け
る
際
に
は
、

次
の
よ
う
に
一
部
負
担
金
を
支
払
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

O
外
来
の
場
合
は
、

一
ヵ

月
ご
と
に

四
百
円
。

O
入
院
の
場
合
は
、

円
。
た
だ
し
、
最
初
の
二
ヵ
月
(
被

一
日
当
り
三
百

用
者
保
険
本
人
の
場
合
は
五
十
日
)

間
だ
け
で
、
あ
と
は
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
人
保
健
制
度
の
実
施
に

と
も
な
い
、
県
単
独
の
医
療
費
助
成

制
度
も
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

。
六
十
五
歳
以
上
の
重
度

・
中
度

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健 a 

400円

300円日

1ヵ月外来受診

院入

医者にかかるときは、健康手帳が必要

※入院の場合の 2ヵ月とは、入院した日から、翌々月の

入院した日(応当!::I)の前Hまでをいいます。

15  



法
に
よ
る

一
部
負
担
金
を
県
と
市

れ
ま
す
。

町
村
で
公
費
負
担
し
ま
す
。

さ
れ
る
方
に
交
付
し
ま
す
。
医
療
と

め
の
手
帳
で
す
。

日
常
の
健
康
管
理
に
役
立
た
せ
る
た

。
六
十
五

1
六
十
九
歳
の
軽
度
の

一一保一
一一健
一…
…
一一事
…一一
一
業
一一

「
老
人
保
健
」
は
、
老
人
の
た
め

だ
け
の
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働

き
盛
り
の
四
十
歳
か
ら
次
の
よ
う
な

保
健
事
業
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
に
つ
い
て
は
、
各
種
保
険

制
度
に
お
け
る
患
者
の
自
己
負
担

分
か
ら
、

老
人
保
健
法
に
よ
る

一

部
負
担
金
と
同
額
を
控
除
し
た
後

の
医
療
費
を
県
と
市
町
村
で
公
費

負
担
し
ま
す
。

健
康
手
帳

。
な
お
、

一
i
六
十
四
歳
の
重
度

老
人
医
療
の
給
付
対
象
の
ほ
か

健
康
相
談

の
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

健
康
教
育

健
康
に
つ
い
て
の
自
覚
を
高
め

正
し
い
知
識
を
広
め
る
た
め
に
、
医

師
、
保
健
婦
、
栄
養
士
な
ど
に
よ
る

保
健
学
級
な
ど
が
聞
か
れ
ま
す
。

健
康
診
査
の
受
診
者
を
含
め
、
希
望

お
り
県
と
市
町
村
で
公
費
負
担
さ

~無料

70 

ヲ宏彦タタタ勿初

⑧国制度での所得制限者l手県市IJ度で県と市町村が公費負担(無料)

亡二コ 国制度 (老人保健法) ~無料
E コ 県制度 匡国 一部負担

- 年齢 1 60 65 70 

|新| 、111
|帆 |瞳盟11111111111111111111
i 度I|阪~

新しい老人医療制度(老人保健法)と
県重度心身障害者等医療費助成制度

65 

亡二コ 国制度 (老人福祉法)
巴ごコ、県制度

60 /ヘ 年齢 1

川日|
|需IJI 
|度|

健
康
相
談
室
な
ど
の
窓
口
を
設
け

必
身
の
健
康
に
つ
い
て
、
個
別
に
指

導
、
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。成

人
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た

め、

⑧65歳以上の中度 ・重度障害者の国制度での 部負担金を県制度
で県と市町村が公費負担し(無料)

ま
す
。

自
立
を
助
け
る
た
め
の
訓
練
を
行
い

健
康
診
査

年

一
回
行
い
ま
す
。

一
般
健
康
診
査
と
カ
ン
検
診
を

脳
卒
中
の
後
遺
症
な
ど
で
か
ら
だ

機
能
訓
練

働
き
が
弱

っ
て
い
る
方
に
、

が
不
自
由
な
方
ゃ
か
ら
だ
を
動
か
す

心
身
の

機
能
の
維
持
・
回
復
と
日
常
生
活
の

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
ア
イ
デ
ア
を

ー
昭
和
五
十
八
年
度
各
種
技
術
開
発
研
究
費
補
助
金
|

国
や
県
で
は
、
新
技
術
、
新
製
品

て
い
ま
す
。

の
開
発
と
技
術
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、
各
種
の
技
術
開
発
研
究
費
補
助

金
制
度
を
設
け
、
中
堅
、
中
小
企
業

に
対
し
て
、
研
究
費
の
補
助
を
行
っ

上
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
本
県
の
場
合
(
財
)
富
山

県
技
術
振
興
協
会
で
、
全
国
で
も
例

を
み
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
助
成
制
度
を

設
け
、
県
内
企
業
の
技
術
水
準
の
向

。
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

富
山
県
商
工
労
働
部
商
工
振
興
課

干

富
山
市
新
総
曲
輪
1

1
7

合

0
7
6
4
ー
訂

1
4
1
1
1
内
5
0
7

助成制度の概要
制度名 目的・特長 対象企業 補助率等 補助金額等 募集期間

中堅・中小企業の

行う技術研究を促進
助成金額

し、本県の工業技術

技術研究助 振興に資する。 中堅・
助成率 一般 3月1日

、成金 出世払い方式で、 中小企業
一般M 7，500千円

成功すれば助成金返
ムパ室ロ% ~霊口Z 3月31日

還、不成功の場合は
15，000千円

返還不要。

主として、小規模

富山県地域 企業の行う小規模な
主として

補助金額
小規模企業 補助率% 3月1日

産業技術援 技術改善、研究、試 500 

(促業員 ) (国45)興費補助金 作について補助し、
約5以0人下

~3 ， OOO 
3月31日|

技術開発意欲を換起 千円

する。

あ
な
た
の
会
社
で
も
、
ア
イ
デ
ア

を
こ
れ
ら
の
制
度
で
活
か
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

• 技
術
主芳
究
助
成
事
業
。コ
実
施
例

ガソリンスタンドなどでは、洗車用の水道水が出しつ放しに

されていることが非常に多く、多量の水が無駄に使用されてい

ました。

この製品は、ホース収納用 ドラムの改良によって機能の向上

を図るとともに、新しく開発した通水、ジェット水流、止水が

できるガンタイプの切換ノズjレをホース先端につけて、一体化

したものです。 これによって、節水が期待できます。

ー
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
向
け

節
水
ド
ラ
ム
セ

ッ
ト

|

訪
問
指
導

す
。な

お

老
人
保
健
制
度
の
詳
細
に

家
庭
で
ね
た
き
り
の
人
の
た
め
に

各
市
町
村
の
担
当
窓
口

つ
い
て
は

保
健
婦
な
ど
が
訪
問
指
導
を
行
い
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

:;?事.. 

!や1
1: .:~か :

;な|

ど
ん
な
に
若
く
健
康
な
人
も

しミ

こ
の
「
老
人
保
健
制
度
の
ス
タ
ー

ト
を
契
機
に
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り

っ
か
は
老
後
を
迎
え
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
今
も
、
そ
し
て
老
後
も
健

康
で
あ
り
た
い
と
い
う
の
は
、
す
べ

が
H

自
分
の
健
康
は
自
ら
守
る
H

と

い
う
認
識
と
自
覚
を
も

っ
て
、
す
こ

て
の
人
の
願
い
で
す
。

や
か
な
老
後
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

① 車を手放しでも登録名義を変更されないと 、いつま

でもあなたに税金がかかりますから移転登録をして下

さし迫。

① 車をつかわなくな った場合は廃車の手読きをすれば、

翌月からの税金がもどりますから抹消登録をして下さしヨ。

※ 自動車販売業者などに移転登録や廃車の手続を依頼

した場合は、いつ手続が済んだか必ず確かめまし ょう。

※ 住所を変更された場合や、自動車税についてのお問 i 
しー合わせは、お近くの県税事務所へ

宮富山県税事務所 (0764) 41-2551 

2 高岡県税事務所 (0766) 21-9411 

E 魚津県税事務所 (0765) 24-5311 

8 砺波県税事務所 (07633) 3-51引

登録の手続は陸運事務所(富山市新庄町馬場82

宮 (0764)23-6610) でお願いします。

機能回復訓練に励む

16  

自動車税は、毎年 4月]日現在で陸運事務所に登録さ

れている名義人の方に課税されます。

17 



富
山
県
近
代
美
術
館
で
は
、
四
月
十
日
(
日
)
ま
で
「
美
と
の
対
話
お
|
収

内
作
家
の
秀
作
〉〈
現
代
の
ポ
ス
タ
ー
〉
と
.
二
つ
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
三
コ
ー
ナ
ー
の
な
か
か
ら
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
紹
介
し
て
み

蔵
作
品
か
ら
|
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
以
覧
会
は
昨
年
に
ひ
き
続
き
、
近
代
美
術
館
の
収
蔵
品
を
紹
介
す
る

も
の
で
、

A
7
M
は
〈
郷
土
出
身
の
美
術
家
た
ち
〉
〈
新
収
蔵
品
を
中
心
に
l
国

キ
A
m
f
し
ト
品
、
つ
ノ
。

穐

!.;.~.+c 

前田常作 「観想マンダラ図シリーズ・

天の浮舟J(1982) 

入善町生まれの前111常作は、マンダラ的な世界像を表現する作家

として知られ、 1979年には第11凶日本芸術大賞を受賞しました。こ

の作品はBi:年l1)Jに近代美術館が寄附を受けたもので、アジア的空

間と心を表現しようとしたものです。同じ シリーズ「銀河膜想」と

ともに、前1-11氏のこれまでの画業を集約する代表的な作品といえま

しょう 。

-? 

屯_.
_ ，伊"... 
Jr'-;' 

... .t "， 酬 ，.....，.. 

こ
の
ホ
ス
タ
ー
は
、
「
緑
と
人

・
地
球
を
守
ろ
う
」
を
テ
l

マ

に、

u本
及
び
外
国
で
活
躍
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

十
人
に
よ
る
創
作
ホ
ス
タ
l
展
の
告
知
ホ
ス
タ
ー
で
す
。

福
田
繁
雄
は
、
十
人
の
握
手
で
、
共
通
テ
ー
マ
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
の
国
際
交
流
を
明
快
に
表
し
、
西
ド
イ
ツ
の
ホ
ル
ガ
l

・

マ
チ

l
ス
は
、
平
和
の
象
徴

・
鳩
と
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
を
忠
わ
せ

る
人
体
を
巧
み
に
融
合
さ
せ
、
テ
ー
マ
の
表
現
を
試
み
て
い
ま

す
。

田
村
一
男

「室
堂
へ
の
道
」(
一
九
六
八
)

東京出身のIIJ村ー引は[i'白JHIーミ郎助に(¥lli事し、日 9~IJ帝出で初人選、第 2

I~II新 11 出ーでは文 ;}I) 大|託 'ù な ど数多くの'支1t を重ね 、 1980{1'.には 11 本主体j~:"ê

会L1に推されました。この「室堂への道」にみられるように、 J:JこI~':î JJ; fを

テーマに、川本のj瓜ji:ーのもつf-Jl.~たな実在感を追ボした;おIJ作 をあtけています。

18  

菱田春草 「武蔵野秋景望富岳之図J(1898) 
昨年秋、近代美術館に収厳されたことが新聞な どで報道され、公

聞が待たれていた作品です。 ご存知のように、菱田春草は、|尚Jr.-¥" 

天心を中心とした日本夫術院の創設に努力し、 U本画の近代化に

貢献しました。

この作品は初期!の代表作の Iつで、伝統的な線描法を行主した

「股肱体」と呼ばれる技法が現われています。春草の幽業を探り、

ひいては近代H木l到の流れを知る上で重要な作品といえまし ょう

18  

横江嘉純「望洋J(1925) 
八尾町に生まれた横江嘉純は東京美術学校彫刻

科専科卒業ののち、 1918年文展で初入選し、 26年

第 7凶帝展でこの「望洋」が特選となりました。

その後も帝国美術院賞や日展で文部大臣賞を受賞

するなど終始官展系合作家として活躍しました。

生涯にわたって、寓意的な動きのある人体像に

よって宗教的精神と肉体の理想的な在り方を追求

した作家です。



腰
痛
の

公
民
館
で
健
康
敷
布
団
を
販
売
し

て
い
る
と
聞
き
、
近
所
の
人
と
行
つ

催
眠
商
法
で
す
。
気
を
つ
け
て
/

事
例
の
よ
う
な
商
品
の
版
売
方
法

か
ど
う
か
冷
静
に
判
断
し
て
、
購

入
す
る
こ
と
。

は、

S
F
商
法
(
別
名
「
催
眠
商
法
」

)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

② 
括・る
払・場 「

p・合訪
すで問
るあ版
こ っ 売
とて法
二 も L
ク、が

l 現・適
リ金・用
ンで・さ
グ ー・れ

ハ
刑
日
川
や
台
所
用
品
を
無
料
で
配

り
、
会
場
の
雰
囲
気
を
異
常
な
ま
で

に
借
り
上
げ
た
後
、
目
的
の
商
品
を

版
売
す
る
と
い
う
売
り
方
で
す
。

オ
フ

〈
四
日
以
内
に
解
約
し
た

ごム
，ロて

み
ま
し
た
。 ら
な

い
健
康
敷
布
団

高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

会
場
で
は
、
集
っ
た
人
た
ち
を
前

に
し
て
販
売
員
が
、
「
こ
れ
は
、
イ
オ

ン
治
療
器
付
き
健
康
敷
布

団
で
、
頭
痛
、
便
秘
、
肩

③ 

こ
り
、
腰
痛
な
ど
に
効
果

が
あ
る
ご
と
さ
か
ん
に
宣

伝
し
な
が
ら
ザ
ル
や
ボ
ー

ル
な
ど
の
日
用
品
を
サ

i

ピ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

長
い
間
、
腰
痛
と
肩
こ

り
に
悩
み
、
医
者
通
い
を

し
て
い
た
の
で
、
私
も
皆

と
共
に
す
ぐ
に
購
入
す
る

」
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
二
ヵ
月
間
、
使

用
し
て
い
ま
す
が
全
然
効

果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
六
万

四
千
五
百
円
も
支
払
っ
た

こ
の
健
康
布
団
は
、
信
用

で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
六
十
五
歳

い
場
合
は
無
条
件
で
解
約
で
き
る
V

の
行
使
は
で
き
ま
せ
ん
。)

医
療
器
具
や
健
康
食
品
は
、
使

用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
か
え

っ

て
病
状
が
悪
化
す
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
医
師
に
相
談
し
て
か
ら
購

入
す
る
こ
と
。

注
意
点
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
あ

高
齢
者
を
め
ぐ
る
被
害

け
ら
れ
ま
す
。

催
眠
商
法
を
は
じ
め
、
訪
問
販
売

① 

版
売
員
の
上
手
な
口
車
に
の

っ

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
留
守
番
の

て
、
商
品
を
衝
動
買
い
す
る
こ
と

口
同
齢
者
を
め
ぐ
る
被
害
は
次
第
に
増

な
く
、
本
当
に
必
要
な
商
品
な
の

え
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
十
二
月

ま
で
、
高
齢
者

(
六
十
五
歳
以
上
)

自
身
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、

十
七
件
に
も
の
ぼ
り
、
家
族
が
高
齢

者
に
代

っ
て
相
談
す
る
も
の
も
入
れ

る
と
相
当
数
に
な
り
ま
す
。
商
品
名

消
火
器
、
山
口
一ハ
、

は
、
印
鑑
、
医
療
器
具
、
健
康
食
品
、

売
機
、

紳
士
録

自
動
販

商
品
取
引
な
ど
で
す
。

ま
た
、
富
山
県
消
費
者
協
会
の
「
高

齢
者
世
帯
に
お
け
る
訪
問
販
売
の
実

態
調
査
L

に
よ
る
と
、
調
査
対
象
者

の
八
七
は
が
訪
問
販
売
員
の
来
訪
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
三
三

d
が
訪
問
販
売
を
利
用
し
、
し
か
も
、

購
入
し
た
商
品
の
価
格
は
三
万
円
以

上
が
二

一
ば
と
高
額
な
商
品
も
あ
る

よ
う
で
す
。

回

医
療
器
具
は
、
薬
事
法
の
規
定
に

よ
り
治
療
効
果
が
確
認
さ
れ
、
厚
生

省
の
承
認
・
許
可
を
得
た
も
の
で
な

け
れ
ば
製
造
、
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

申
し
出
の
あ

っ
た
健
康
敷
布
団
お

よ
び
取
扱
説
明
書
の
承
認
番
号
を
調

ベ
厚
生
省
へ
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。

「
陰
電
位
治
療
器
(
健
康
敷
布
団
)

に
つ
い
て
は
、

M
と

I
の
二

つ
の
メ

ー
カ
ー
が
あ
り
承
認
し
て
い
る
。
効

能
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
医
師
の
指
導
の
も
と
で
使
用
す

る
よ
う
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
J
と
の
こ
と
で

し
た
。

取
扱
説
明
書
を
調
べ
る
と
、
医
師

の
指
導
の
も
と
で
使
用
す
る
こ
と
、

効
能
は
、
頭
痛
、
慢
性
便
秘
、
不
眠

症
、
肩
こ
り
に
イ
オ
ン
効
果
あ
り
と

表
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

高齢者世帯における訪問販売の実態調査から

格価訪問販売を受けたことの有無

るあ

笈
ロ
》

販
売
業
者
へ
腰
痛
に
対
す
る
効
果

な
ど
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
「
効
能
に
つ
い
て
は
、
販
売
員
は
、

腰
痛
に
効
く
と
は
言

っ
て
い
な
い
は

ず
で
あ
る
。
確
認
の
う
え
連
絡
す
る
。」

と
の
こ
と
で
し
た
。

後
日
、
販
売
業
者
か
ら
の
連
絡
に

よ
る
と
、
っ
腰
痛
に
効
く
と
い
う
指
導

は
し
て
い
な
い
が
、
販
売
員
が
未
熟

な
た
め
言

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。」
と

業
者
側
の
ミ
ス
を
認
め
、
売
買
契
約
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が
取
り
消
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
販
売
業
者
に
対

し
、
販
売
員
教
育
の
徹
底
と
販
売
方

法
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、

申
出
者
に
は
、
医
療
器
具
を
使
用
す

る
場
合
は
、
説
明
書
に
も
あ
る
と
お

り
、
医
師
の
指
導
の
も
と
で
使
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
購
入
す
る

と
き
は
冷
静
に
判
断
す
る
よ
う
指
導

!ν
宇
品

1
し
ル
に
。

(複数回答を含む)

富山県消費者協会調査(S57.7)より

対象.60歳以上 1，287名

21 

87.2% 

753人

の

買わなかった

67% 

無有

1，123人

入購

高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

①
 
ト
ラ
ブ
ル
の
情
報
や
、
必
要
な

も
の
を
上
手
に
買
う
方
法
に
つ
い

て
、
家
族
間
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

-「ノ
。

② 

高
齢
者
も
安
易
に
購
入
契
約
し

な
い
で
、
家
族
と
相
談
し
て
か
ら

買
い
ま
し
ょ
う
。



そ :!! 罷竪
4月16日，_2月15日

優雅に泳ぐオオハクチョウ (富山市山本・田尻池)

1月17日 |平屋建て700平点灯の貨物ピルなどを

麗 ガン・カモ科鳥類生息調査 |建設し、昭和159年 3月末に完成する

県内に生息するガン'・カモ科鳥類 |子定です。

の調査を県内128ヵ所で、行ったところ、

生息を確認されたカモ類は、 26.639

羽で、調査開始以来14年間で最多数

を記録しました。

また、ハクチョウ委員では、オオハ

クチョウが富山市の問ば池で15羽確

認、されました。

しかし、ガン知はここ数年間、調

査日には確認されませんでした。

T月25日
麗富山県営総合体育センタ一、

富山空港ターミナルビル起工式

県営総合体育センターと富山空港

ターミナルピルの起工式が富山市秋

ヶ島の建築現場で、関係者が出席し

て行われました。

県営体育センターは、;01則工事

として、大アリーナ(大体育館)、観

覧席、相談コーナーなどを整備。

昭和59年 3月に完成する千定です。

富山空港ターミナルビルは、鉄筋

3階建て延べ5.000平方訂の旅存ピル、

苅初を行う中沖知事
(県営総合体育センター起工式)

1月31白
鶴富山産業展示館の
シンボルマークなど決まる

今年の 9} J 完成千定の富山産業i1~

示館の愛称、シンボルマーク、キャ

yチフレーズがj夫まりました。

23  

愛称は「テクノホール」と名づけ

られ、テクノホリス梢想、の中核的機

能として、また日本-の技術と文化

ーをめざす県づくりのシンボル施設と

しでわかりやすく親しみやすいもの

となっています。

シンボルマークは、凶案のように

テクノホールのテーマである、国際

(international)、産業(industry)、情

報 (information)、ひらめき(inspiration)

の 4つのm を表わす「輪」に動きと広

がりをイメージしたものです。

キャッチフレーズは、県民すべて

が活用でき、全国あるいは国際レベ

ルのイベントが可能な「創造空間」

であることから「ひらめき空間」に

なりました。

富山産業展示館のシンボルマーク

2月T白
磁老人保健法スタート

新たな保健制度「老人保健法」が

スタートしました。 (l 4~16ページ

参!!の

2月10日
麗観光土産品の公開試買検査会

県は、県消抗生活センターで観)6

土産品の公開検査会を聞き、県内の

土産品51点について、過大包装や不

当表示事項などを検査しました。

この検査会は、今年は置県100年を

迎え県外からの旅行'存の増加が兄込

まれるため、観光土注品の表示の適

正化を図り、未然に不当表示の|リj止

を行おうとするものです。

3月の街頭献血日程

月日曜場 所 時 閏

3/ 5は)富山駅前 10: OO~ 16: 00 

5は)高岡駅前 1 0 : OO~ 15 : 30 

12は)富山駅前 1 0 : OO~ 16 : 00 

12仕)高岡駅前 10: 00~15: 30 

13(印富山西武前 10: 00~16: 0。
14(月)福光町福祉会館前 10 : OO~ 15 : 30 
16(水)北陸電力(株)福野営 10:OO~ 15: 30 
業所前(福野町)

19(土)富山駅前 10 : OO~ 16 : 00 

なお県では、この検査によ って、

問題点を指摘されたものについて、

指導を行pました。

厳に観光みやげ品をチェックする検査官

2月12日，_13E3
~第12回青年海外派遣報告展開催
昨年、中華人民共和国(一般部門)、

およびアメリカ合衆国、カナダ(農

業部門)を訪r'Jした第12回明日を拓
く青年の船の報fit民が、富山市産業

奨励館で聞かれました。

この報円以は、団員の貴重な体験

や成果を報科するもので、会場には、

団員らの撮った与真入りのハネルや

月日曜場 所

3/川土)電鉄桜井駅前 (黒 10:00~15: 30 
部市)

19(土)中新湊ショッヒング 10 : OO~ 15 : 30 

センター前(新湊雨)1

26仕) 富山駅前 11 0 : OO~ 16 : 00 
26仕)ファミリープラザ・ ，1 0 : OO~ 15 : 30 

ハニー前(高岡市戸出)

27日高岡駅前 1 0 : OO~ 15 : 30 
2配Jj 小矢部市役所前 1 0 : OO~ 15 : 30 

現地の土産品などが展示されましたO

また、会場では凶ilらの活動をま
とめた映画やスライドも上映されま

した。

この報告展は、富山会場のあと高

刷 (2 月 19 日 ~20 日)、砺波会場( 2 

月 26 日 ~ 27 日)、新川会場( 3月 5日

~ 6 日)で開催されました。

2月14日
麗タクシー・パス従業員等

研修会開催

といきいき富山と観光キャンペーン

を控え、観光の第一線で働くタクシ

ー運転手、パスガイドを対象とした

接客研修会が県民会館で聞かれまし

た。

この研修会は、観光名:を迎えるに

あたり、タクシーやパスガイドのf妾
客態度が旅の印象を大きく左右する

ことから開催されたものです。

団員たちの多くの成果が展示された報告展

2
 
2
 

-富山産業展示館活用戸イデ戸募集.~I
置県百年記念施設として建設をすすめて

いる富山産業展示館(テクノホール〉は、

この 9月にオープンいたしますが、開館を

記念して、ユニークな活用アイデアを募集

しています。

〈応募要領〉

O応募方法 ハガキを使用し活用アイデア
の①名称②内容③意図などを簡潔に記入

して下さい。また、住所・氏名・年令 ・

職業(学生の場合は、学年 ・学校名)・電

話番号を明記して下さい。(グルーフ提案

の場合は代表者名)

。募集締切 3月31日(木.)(当日消印有効)

O送り先(問い合せ先)
〒930富山市新総曲輪lの7

富山県商工労働部観光物産課内

側)富山産業展示館事務局

(ft0764-31-4111 内線105)

。入選発表など 応募提言葉は、審査のうえ

4月下旬に発表いたします。入選提案10

点には各 1万円相当の記念品または図書

券をお贈りするほか入選提案のうち 1-

2点は、記念イベントとして活用させて

いただきます。

・し尿浄化槽法定横査について
近年、し尿浄化槽を設置される家庭が大

幅に噌加し、河川などの汚染が全国的に問

題となっています。このため、浄化槽を設

置されている方は、年l回、公的機関によ

る浄化槽の検査を受けなければなりません。

この検査は、浄化槽の点検 ・清掃を主体

とする維持管理契約とは別のもので、浄化

槽の維持管理が適正に行われているかどう

かをチェ yクするためのものです。

本県では、この検査を「厚生大臣の指定

検査機関である社団法人富山県j判ヒ槽協会」

が行うことになっていますので必ず検査を

受けて下さい。

詳しくは、次のところにお問い合わせ下

さい。

社団法人富山県浄化槽協会

(宮0764-21-1208) 

富山県生活環境部環境整備課

(宮0764-31-4111)

おわび
先月号6ページに「山本繁幸さん」と

あるのは「山元繁幸さん」の誤リでした。



県有施設紹介⑫

活力ある産業づくり

シリーズ

イメージアップをはかる県広報

新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹介や、暮

しに欠かせない情報を提供しています。

広報課では、みなさんと県庁とを結ぶ大切なパイ

プ役として、この「県広報とやま」のほか、テレビ、

留置璽璽翠理由 の4紙にす頁で掲載しています。このうち 4[8]は、

見聞き 2ページを使って掲載します。

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北日本、

富山、読売、北陸中日は第 2土曜日に掲載していま

す。

-E翠置謹3・
県政についてのご相談は県民相談室へ

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

宮富山31-4111刊

31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411

魚津新宿10千(総合庁舎内)
岱魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

告砺波3-5151 
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KNB 
県民に向かって聞かれた県政の諸施策等について、

県民のみなさんに十分知って 1)ただくための番組です。

富山テレビ

県内各地の明るい話題や郷土の自然、産業、文化、

県民の活動などを紹介し、郷土のよさを見直そうと

いう番組です。

........ 
孟

高岡地方県民相談室

談相民

KNsrこんにちは富山県ですJ 3月の 富山テレヒ:T110万人のひろば」
毎週日1面白、午前8時-8時30分 テレビ 毎過日1誕百、午前95寺-95寺30分

美との対話'83-収蔵作品から~ 6日 低年齢化する少年非行

いきし吃富山のイメージア yフ 13日 飯田先生の教育相談
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あなたの意見でより良い県政

県政モニターになっていただく

方には、直接お知らせします。

応募多数の場合は、市町村、年

齢、性別、職業の別などに留意し

て選考します。

女お問い合わせ

富山県知事公室 広報課

0764一(31)-3131 0764-(31)-4111 

-
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抱
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大応募方法・申し込み先

はがきに次の記載例により所定

事項を記入して応募してください。

大募集の締め切り

昭和58年 3月31日

効)

(当 日消印有

者、公務員は除きます。

県政モニター募集

県では、県政に対する意見や要

望を、広く県民の皆さんから聞く

ため、県政モニターを募集します。

女応募資格

県内に居住する満20歳以上のか
たで、県政に関心をお持ちの方。

ただし 、公職選挙法による公職

県政に関する建設的な意見、要

望などを随時提言していただ き、

また、いくつかのアンケートにお

答えいただきます。

県内より50名 ・2年間

大モニターの職務

大募集人員・任期
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「これは、何をするために使ったのかなあJ(民俗農具展示室)



あなたも参加しませんか

県の施策に反映させるため、本年度も次のとおり県政

パス教室を実施します。みなさんの参加をお待ちして

県が設置する公共施設や事業などの紹介を通じて、

県民のみなさんに県政についての理解と関心を高めて

いただくとともに、卒直なご意見やご要望をお聞きし、

その他

0参加費は無料です。ただし、入

館料は負担してください。

います。
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繍
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応募方法

次の要領により、往復はがき

でお申し込みください。

o昼食、お茶は各自持参してくだ10・11月分/8 月 25 日 ~ 9 月 3 日

参加の決定 さp。酒類はご遠慮願います。

0団体(30人以上)については、指応募者多数の場合は、抽選で参

加者を決定し、結果を通知します。 定される場所まで送迎します。

地 区 又申はし込個人み団の体住所の地所在地 申し込み先 所 在 t也 電番 話号

富 山 富負郡山市 ・上新川郡 ・婦 知事公室広報課 富富山山市県庁新総内曲輪1-7 0764 31-3131 

高岡 市品岡・市射水・郡新湊・福市岡・氷町見 高岡地方県民相談室 高品岡岡市総赤合祖庁舎父2内11 
0766 
21-9411 

魚津 魚市津・下市新・川黒郡部・市中新・滑川郡川 魚津地方県民相談室 魚魚津津総市新合宿庁舎10-内7 
0765 
24-5311 

砺波 砺砺波波郡市・・小福光矢町部市 ・東 砺波地方県民相談室 砺砺j波皮総市幸合町庁舎1-7内 07633 
3 -5151 

申し込み先

(団体〉

-
団
体
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・
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表
者
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.
住
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・
電
話

・
参
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申し込み期間

分/4 月 1 日 ~4 月 8 日

-
氏
名

・
住
所

・
電
話

-
希
望
の
コ
ー
ス

及
び
運
行
日

〈個人〉

月5 

分/4 月 25 日 ~5 月 4 日月6 

昭和58年度「県政バス教室」運行表

地区 コース 運 イ'丁4 日 見 子 コ ス

A 5/11、6/8、7/6 子撫川ダム ・小矢部市サイクリ ングター ミナル(畳食)・健康増進セ ンター ・県庁 ・金岡邸9/7、10/5

富 B 5/18、6/15、7/20 高瀬遺跡(井波歴史民俗資料館)・砺波青少年の家(畳食)・県庁 ・富山テレビ ・畜産試験場9/14、10/12

C 5/25、6/22、7/13 ねいの里・高岡地場産業センター(畳食)・瑞竜寺・県庁 消防学校(5-9月)・産業展示館(10月)9/21、10/19

山 D 6/1、6/29、7/27 衛美術生研館究所イ(6月)・太閤(6山~ラ7ンド)(7~11月)・教(1育文化月会)館(置県百年記念映画・昼食)・県庁 ・近代
10/26、11/9 -緑ヒセ ンタ一 月 ・産業展示館 0-11

E 6/8、6/15、7/13 林業試験場・ゴンドラリフト・立山山麓家族旅行村(畳食)・知事公館・県庁・内山邸7/20、9/28、11/2

A 5/11、06//85、7/6 井波彫刻伝産会館・野菜花き試験場(畳食)・医薬大附属病院(母子保健講義)・県庁 ・埋蔵文化財セン
9/7、1 ター

高 B 5/18、6/15、7/20 大岩山日石寺・緑化センター(昼食)・近代美術館・県庁・木材試験場(5月)・衛生研究所(6-10月)9/14、10/12

C 5/25、6/22、7/13 果樹試験場・教育文化会館(置県百年記念映画・畳食)・県庁・健康増進センター・太閤山ラ ンド9/21、10/19

岡 D 6/1、6/291/、97/27 ねいの里・呉羽ハイツ(昼食)・知事公館・県庁・情報処理教育室(6-7月)・産業展示館(10-11月)10/26、1

E 5/18、95//225、61/1/1 薬草園(5-6月)・立山寺(7-11月合・水産試験場(畳食)・金岡邸・県庁・呉羽少年自然の家7/27、 8、 2

A 59//j7L1、、160//85、7/6 砺波青少年ιの家・衛生研究所(畳食)・県庁・近代美術館・高志授産ホーム
_-

魚
5/18、7/20、10/12 流管杉制老人ホーム・衛生研究所(5月・昼食)・太閤山ラ ンド(7-11月・昼食)・ねいの里・県庁・ 交通B 11/2 センター

C 6/22、7/13、9/21 武田家(万葉ライン経由)・二上青少年の家(昼食)・(新港の森経由)・富山新港(展望台)・県庁・金岡邸10/19 
j掌

6//1、1包6、/2191/、7/27D 10/26， 1119 公害センター・教育文化会館(置県青年記念映画・畳食)・県庁・健康増進センター j農業試験場

A 
5;友O;Y;1:2 36/8、附 ねいの里・畜産試験場・春日荘(昼食)・県庁・ NHK・金岡邸 ...-

砺
9;'28~ 10/5 

B 6/15， 7/20、9/14
科きがヒセンター(プラネタリウム)・内F教山町育先畳住童金)算・正県置戸県百知年事記公念館映画健闘畳食進)セノタ10/12 ... 

C 5/25、6/22、7/13 薬草園究C5所~ 6 月7 ・ 立山寺 (7-io月7 ・県庁 ・近代美術館・

j皮
9/21、10/19 衛生研

D 6/1、6/29、7/27 風土記の丘・ ゴンドラリフ ト・立山山麓家族旅行村(畳食)・数育記念館 ・県庁・知事公館11/9 

-県広報とやま 昭和58年 3月号所.170 5，000部・企画発行 富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪1の7宮 31-3131(県民電話)干930・印刷(綜)チュー工ツ


